
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

〈１１月の行事予定〉 

①新聞 ②チラシ雑誌 ③段ボール 
④古着 ⑤アルミ缶 



 

 

 

 

 

体験を通して分かる！感じる！ 
校長  竹内 久美子 

 ＜Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｕｎ ｄａｙ（全学年）＞ 
各クラス1時間、ＡＬＴさん（外国人の方）を６名お招き

し、習った英語を使って会話をする活動を行いました。初め
は緊張していた生徒たちも、ＡＬＴさんの陽気なムードに乗
り、思いつく英語で会話が進んでいきました。あらかじめ準
備していた英文から離れて、どんどん英語のキャッチボール
が始まります。質問に対して生徒が答えると「Oh good！」や
「Nice！」「Me too！」と返していただけるため、英語が通じたことが分かり、生徒の
表情が笑顔になります。好きなアニメキャラクターが一緒だと「イェーイ」とハイタ
ッチも生まれ、どんどん雰囲気が盛り上がっていきました。 

たった１時間の活動でしたが、「英語が伝わると嬉しい。」「なんとなくでも、伝
わるじゃん。少しでも単語が分かればコミュニケーションがとれるよ。」「英語は苦
手、嫌いって思っていたけど、こうして外国の人と関われるのは英語の魅力だな。」
と感じてくれたようです。また、「ＡＬＴさんは優しかったな。分かろうとしてくれ
た。どんな人にも、こういう気持ちで接することが大切なのかな。」と、ＡＬＴさん
たちの姿から学んだこともあったようです。この活動には、７名の地域ボランティア
の方がサポーターとして協力してくださいました。ありがとうございました。 

 
＜職場体験（２年生）＞ 
１０月５日（木）、６日（金）と２年生が職場体験を行

いました。この２日間は、「働く人」として、精一杯活動
しました。初めての仕事も、事業所の方が丁寧に教えてく
ださるため、少しずつ慣れていきました。自衛隊や消防署
など、今まで中に入ったことがない事業所もあり、初めて
知ることもたくさんありました。 

今回の職場体験では、３７社の事業所の方々にお世話になりました。事業所の方々
の社会人としての素敵なお姿から、働くことの意義や喜び、大変さなど、多くのこと
を学ばせていただきました。本当にありがとうございました。 

生徒たちは、５～１０年後には社会人になります。ＡＩがどれだけ仕事の一部分を
担ったとしても、人しかできない貴重な仕事が残るでしょう。そんな社会の中で、自
分の特技や持ち味を生かして貢献できる大人になっていってほしいと願っています。 

 
＜命のバトン（３年生）＞ 
１回目の活動は、リュックに重いペットボトルを入れての

妊婦体験でしたが、２回目の活動では、たくさんのお母さん
と赤ちゃんたちに協力いただき、実際に赤ちゃんや１、２歳
児の子どもたちと関わる体験をさせていただきました。活動
の目的を考えて、お母さんたちは、子育ての大変さや命の尊
さを話してくださいました。小さな子どもたちと関わる３年
生の生徒たちの表情は、とても穏やかでした。 

この体験を通して、命の重みを感じるとともに、１０～２０年後、親になったとき
の責任についても感じ取ってくれたのではないかと思います。 

ご協力いただいたお母さんと可愛い子どもたち、本当にありがとうございました。 

双葉中は、美濃加茂市ＦＲＯＭ-０歳プラン２・富加町教育新生プランを推進しています。 
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